
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 お茶の水女子大学 
設置者名 国立大学法人お茶の水女子大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文教育学部 

人文科学科  

26 

 

 26 13  

言語文化学科   26 
13 

 

人間社会科学科   26 
13 

 

芸術・表現行動学

科 
  26 

13 
 

理学部 

数学科  

 

 26 
13 

 

物理学科   26 
13 

 

化学科   26 
13 

 

生物学科   26 
13 

 

情報科学科   26 
13 

 

生活科学部 

食物栄養学科  

 

 26 
13 

 

人間・環境科学科   26 
13 

 

人間生活学科   26 
13 

 

心理学科   26 
13 

 

（備考） 

 

 



  

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

 

https://www.ocha.ac.jp/program/project/info/edu_revue_2020_d/fil/10-18.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 お茶の水女子大学 
設置者名 国立大学法人お茶の水女子大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学ホームページで公表 

http://www.ocha.ac.jp/introduction/structure/officer.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

森田 育男（常勤） 

前職：東京医科歯科大学

副学長、研究・国際展開

担当理事 

2021.4.1～ 

2023.3.31 

総務・評価・研究・

大学改革を担当す

る。 

谷 明人（非常勤） 

現職： 

ＪＸ金属株式会社 代

表取締役社長 

 

2021.4.1～ 

2023.3.31 

産業界の視点から、

次世代人材の育成、

科学技術の振興に

寄与する。 

新領域開拓を担当

する。 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 お茶の水女子大学 
設置者名 国立大学法人お茶の水女子大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

シラバスは、専任教員については開講予定科目のアサイン登録終了後、1 月中旬頃

に作成依頼を行い、2 月中旬に募集を開始する科目等履修生のために 2 月中旬時点で

完成しているシラバスをホームページにアップしている。その後、3 月頃からは毎日

ホームページを更新し、最終的に 3月中旬には全部のシラバスをホームページにアッ

プしている。非常勤講師については、2 月頃から順次委嘱が決まった講師にシラバス

作成依頼を行っている。 

授業計画は 2期制の科目は 15回分、4学期制の科目は 8回分の内容を作成し、掲載

している。 

シラバスの作成・公表は各学部において同様の取扱いをしている。 

授業計画書の公表方法 http://tw.ao.ocha.ac.jp/syllabus/index.cfm 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

シラバスにおいてあらかじめ設定し、公表している評価方法・評価割合

に基づき、各学生の学修成果を厳格かつ適正に単位授与又は履修認定を行

っている。 

学修成果の評価については各学部において同様の取扱いをしている。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

GPA の算出方法は以下のとおり。 

GP = ( 100 点満点の[or に変換した]成績素点 - 55 ) / 10 ……（1） 

（ただし GP < 0.5 は GP=0.0 とする） 

GPA は履修した各科目の GP に、その授業科目の単位数を乗じた値の合計値を履修総単

位数で除した値になる。すなわち、 

GPA =（GP × 当該科目の単位数）の総和 / 履修総単位数 ……（2） 

科目によっては素点評価ではなく、レターグレードのみで評定する場合もある。その

場合は次のルールによって素点におきかえ、そののち上の(1)(2)の手順で GP と GPA

を算定する。 

S = 95、A = 85、B = 75、C = 65、D = 55（不合格） 

大学院でのレターグレードには Sがないので、次のルールになる。 

A = 90、B = 75、C = 65、D = 55（不合格） 

 

本学はあらかじめ設定した算出方法により、GPA の数値を算出しており、各学部に

おいて同様の取扱いをしている。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://crdeg5.cf.ocha.ac.jp/crdeSite/fgpa1.h

tml 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学では学士課程ディプロマポリシーとして以下のように策定し、公表している。 

 

１．教育目標 

お茶の水女子大学は、「学ぶ意欲のあるすべての女性の真摯な夢の実現の場である」

という使命のもとに、総合的な教養と高度な専門性を身につけたグローバル女性リー

ダー、すなわち、「教養知と専門知」「学芸知と実践知」および「高い公共性」を備え

た社会人を養成する。この教育目標のもと、各学部に所定の年限在学し、全学ならび

に学部の教育理念と教育目的に沿って設定された教育課程を学修し、下記の学習目標

を達成し、所定の単位数を修得した学生に、それぞれの学部が定める学位を授与する。 

２．教育課程 

①各学部各学科が設置する専門教育プログラムを、各学部各学科が定めるプログラ

ム選択の規定に従って、2 つ以上履修する。②文教育学部芸術・表現行動学科および

生活科学部食物栄養学科においては、それぞれの教育目標にそった専門教育のカリキ

ュラムとして 4年一貫の「専修プログラム」を設け、その規定に従って履修する。 

３．学修目標 

A 総合的な教養（教養知） 

人文・社会・自然に関する知識を備え、領域横断的な視野をもち、独創的な問題  

意識をもって、多様な人々とコミュニケーションできる総合的な基礎力 

B 高度な専門性（専門知）  

確かな専門知識にもとづき、情報を収集・処理し、論理的に思考し、科学的に分

析する力 

C 実践力（実践知）  

自身で問題を発見し、知識を応用し、議論し、倫理性や公共性に関心を持ちつつ、 

解決する力 

D グローバル・リーダーシップ  

多様な文化を理解し、グローバル社会の諸問題を理解することができる外国語力

をもち、国際的視野をもって発信・交渉・行動する力 

 

また、各学部における教育目標及び学科編成と学習目標、各学科における教育目標

及び主要な学習目標を策定し、公表している。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.ocha.ac.jp/program/diploma_policy/

d005645.html 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 お茶の水女子大学 
設置者名 国立大学法人お茶の水女子大学 

 

 

１．財務諸表等  
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.ocha.ac.jp/introduction/publication/list.html 
収支計算書又は損益計

算書 
https://www.ocha.ac.jp/introduction/publication/list.html 

財産目録  
事業報告書 https://www.ocha.ac.jp/introduction/publication/list.html 
監事による監査報告

（書） 
https://www.ocha.ac.jp/introduction/publication/list.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果  

 
公表方法：実施結果を、本学ホームページ上で公表している。 

https://www.ocha.ac.jp/introduction/hyouka/info/hyouka05.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：受審結果を、本学ホームページ上で公表している。 


https://www.ocha.ac.jp/introduction/hyouka/info/hyouka04.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要  
学部等名  

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.ocha.ac.jp/program/project/info/edu_revue_2020.html） 

（概要） 

 

本学各学部の教育研究上の目的は本学学則第４条～第６条に定めている。 

 

(文教育学部の目的) 

第 4 条 文教育学部は、人文・社会科学系の学問を中心に、講義、演習、実験、実習等の

多様な授業を通じて、学術研究のための確かな基礎と、国際的に通用する問題発見能力、

情報処理能力、問題解決能力、コミュニケーション能力を備えた人材を養成することを

目的とする。 

2 前項の目的を達成するため、前条第 1 項に定める文教育学部各学科の目的は、次に掲げ

るとおりとする。 

(1) 人文科学科 

人文科学科は、人類の様々な歩みの中の現象を広く文化として捉え、深く幅広い知識

を修得し、それらに立脚したオリジナルな問いを自ら見つけだし、必要な資料・データ

をねばり強く収集・整理した上で、独自の論理を築きあげる総合的な力を有する人材を

養成する。 

(2) 言語文化学科 

言語文化学科は、人間の言語活動や様々な言語表現の本質について深い知見を有する

ような人材、また、個々の言語に関して高い運用能力を有するような人材、更には各言

語圏に固有の文化とそれら相互間の交流について幅広い知識を有するような人材を養

成する。 

(3) 人間社会科学科 

人間社会科学科は、幼稚園及び小・中・高等学校教員の養成を目的としつつ、教育科

学、社会学及び子ども学の幅広い基礎知識、深い専門的及び応用的知識を習得し、人間

に対する深い理解に基づき、グローバルな視野に立って学校その他の社会の広い分野に

おいて主導的役割を果たすことができる人材を養成する。 

(4) 芸術・表現行動学科 

芸術・表現行動学科は、音楽や舞踊に代表される芸術及び表現行動を理論的研究と実

践の両面から追求し、現代的問題への対応に適用できるような人材を養成する。 

 

(理学部の目的) 

第 5 条 理学部は、理学の基礎知識を修得し、大学院において高度な教育を受けるための

能力を有する人材及び理学の基礎知識を活用し社会の多様な分野において主導的役割を

果たすことができる人材を養成することを目的とする。 

2 前項の目的を達成するため、第 3条第 1項に定める理学部各学科の目的は、次に掲げる

とおりとする。 

(1) 数学科 

数学科は、数学的素養と論理的思考力を備え社会の様々な分野で主導的役割を果たす

ことができる人材及び現代数学の基礎知識と数学的論理思考を身に付け数理的諸科学

の発展に貢献できる人材を養成する。 

(2) 物理学科 

物理学科は、自然科学の基礎である物理学の基礎知識を修得し、それを実際の問題に

適用して解決する能力を身に付けた人材を養成する。 



  

(3) 化学科 

化学科は、様々な物質から成り立つ自然界を、原子・分子の構成とその変化の視点で

捉え、得られた知識を体系化しつつ、化学の諸分野はもとより、生物学、物理学などの

基礎分野から、工学や薬学、農学、医学、地球科学、情報学など多彩な応用分野まで幅

広く展開できる人材を養成する。 

(4) 生物学科 

生物学科は、「生き物」の複雑で多様な生命現象を科学的に解析する力を養い、幅広

い知識に基づいた柔軟で論理的な思考力を有して豊かな人間社会の構築に貢献できる

人材を養成する。 

(5) 情報科学科 

情報科学科は、20 世紀に登場し新しい科学の対象となった「情報」というものを探究

するための基礎となる知識や方法論と、その種々な応用の実態を学び、更にその成果の

上に、これらを自ら開拓するための研究力の基礎を身に付けた人材を養成する。 

 

(生活科学部の目的) 

第 6 条 生活科学部は、自然・人文・社会科学的教養に基づき、人間と生活についての総

合的な学識を身に付け、生活者の立場から、社会で活躍できる優秀な人材を養成するこ

とを目的とする。 

2 前項の目的を達成するため、第 3条第 1項に定める生活科学部各学科の目的は、次に掲

げるとおりとする。 

(1) 食物栄養学科 

食物栄養学科は、人間の「食」を自然科学的かつ総合的に捉え、豊かな食生活や健康

な社会を実現するために、食物と栄養について科学的知識と実践的能力を備えた人材を

養成する。 

(2) 人間・環境科学科 

人間・環境科学科は、生活者たる人間と環境との相互作用に関する深い理解を備え、

科学的手法を応用して、生活面での諸課題に対して人間と環境が共存しうる方策を考案

し、かつ、実社会にて実践できる優秀な人材を養成する。 

(3) 人間生活学科 

人間生活学科は、人間と社会の関係、生活と文化について、多角的な視点と複合的な

アプローチを駆使し、人間と生活を総合的に理解し、分析する力を備えた優秀な人材を

養成する。 

(4) 心理学科 

心理学科は、心理学に関する基礎から実践までの多面的な知識と理解力を有し、科学

的エビデンス、論理的分析力に基づく臨床・応用実践、社会的課題にセンシティブな実

証的探求の視点や実践的能力を獲得できる人材を養成する。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.ocha.ac.jp/program/diploma_policy/d005645.html） 

（概要） 

 

本学では学士課程ディプロマポリシーとして以下のように策定し、公表している。 

 

１．教育目標 

お茶の水女子大学は、「学ぶ意欲のあるすべての女性の真摯な夢の実現の場である」と

いう使命のもとに、総合的な教養と高度な専門性を身につけたグローバル女性リーダー、

すなわち、「教養知と専門知」「学芸知と実践知」および「高い公共性」を備えた社会人

を養成する。この教育目標のもと、各学部に所定の年限在学し、全学ならびに学部の教育

理念と教育目的に沿って設定された教育課程を学修し、下記の学習目標を達成し、所定の

単位数を修得した学生に、それぞれの学部が定める学位を授与する。 

２．教育課程 



  

①各学部各学科が設置する専門教育プログラムを、各学部各学科が定めるプログラム選

択の規定に従って、2つ以上履修する。②文教育学部芸術・表現行動学科および生活科学部

食物栄養学科においては、それぞれの教育目標にそった専門教育のカリキュラムとして 4

年一貫の「専修プログラム」を設け、その規定に従って履修する。 

３．学修目標 

A 総合的な教養（教養知） 

人文・社会・自然に関する知識を備え、領域横断的な視野をもち、独創的な問題意 

識をもって、多様な人々とコミュニケーションできる総合的な基礎力 

B 高度な専門性（専門知）  

確かな専門知識にもとづき、情報を収集・処理し、論理的に思考し、科学的に分析 

する力 

C 実践力（実践知）  

自身で問題を発見し、知識を応用し、議論し、倫理性や公共性に関心を持ちつつ、  

解決する力 

D グローバル・リーダーシップ  

多様な文化を理解し、グローバル社会の諸問題を理解することができる外国語力を  

もち、国際的視野をもって発信・交渉・行動する力 

 

また、各学部における教育目標及び学科編成と学習目標、各学科における教育目標及び

主要な学習目標を策定し、公表している。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.ocha.ac.jp/program/curriculum_policy/undergrad.html） 

（概要） 

 

本学では学士課程カリキュラムポリシーとして以下のように策定し、公表している。 

 

本学の教育目標を実現するため、以下の方針にしたがって教育課程を編成し、グローバ

ルな視野をもって思考し、国内外で活躍できる女性を育成する。 

1.総合的な教養教育（コア科目－リベラルアーツ・基礎講義・外国語・情報・スポーツ健

康）を基盤に、創造力と実践性を備えた高度な専門的能力を積み上げ、社会の各方面で

指導的な役割を果たすことができる力を身につける。  

2.文系と理系にまたがるリベラルアーツ科目群（テーマにそった系列）を履修し、公共性

に関心をもって幅広い教養を習得し、各々のテーマに即した能動的学習を通じて、発信・

交渉能力、領域横断的な視野、変化に対応する判断力を身につける。  

3.学修者が主体的に学ぶことができる複数プログラム選択履修制度によって、将来のキャ

リア展望や関心に応じて、専門教育プログラムを履修する。第 1 のプログラムとして、

所属する学科の開設する主プログラムを履修する（必修）。次に第 2 のプログラムとし

て、専門領域に深く特化する強化プログラム、他の専門領域を横断して学ぶ副プログラ

ム、領域融合型・学際型の学際プログラムのいずれかを選択し履修する（選択必修）。

さらに第 3 のプログラムとして、副プログラムや学際プログラムを履修することもでき

る。これによって、高い専門性に支えられた多様な実践力を身につける。  

4.卒業研究・卒業論文が必修となっている。自らテーマを設定し、確かな専門知識にもと

づいて、情報やデータを収集・整理し、論理的に分析することによって、知識と思考と

行動をむすびつけ、問題を解決する力を身につける。  

5.実践的な外国語科目や国内外での実習・研修科目や海外交流協定校への留学によって、

国際的視野や異文化理解能力、コミュニケーション能力を身につけることができる。  

6.双方向的活動、自律的活動、協調的活動の 3 つのコンピテンシーを育成するキャリアデ

ザインプログラム科目群の履修や、課題解決型の学習・実習を通じて、教養教育や専門

教育で培った知識を社会で実践するための行動力を身につける。  

7.学部・学科により、高等学校・中学校・小学校・幼稚園教員免許取得、管理栄養士受験



  

資格、一級建築士受験資格、ならびに社会調査士資格、学芸員資格の取得にかかわる科

目を履修することができる。  

8.カリキュラムにおける授業科目の順次性と体系性が示されたカラーコードナンバリング

を、学修の順序の目安とする。主体的な学びを保証するためのきめ細かな履修指導と、

GPA 制度に基づく厳格な成績評価により、学びの質を向上させる。「お茶の水女子大学

アカデミック・エシックス」に基づき、学修する上での倫理を初年次から学ぶ。  

9.専門や専門領域を超えた多様な学修を経験するとともに、大学内外の各種活動も対象と

した学修ポートフォリオを作成し、大学における幅広い学修の成果および学習目標の達

成状況を可視化する。 

 

また、各学部、各学科におけるカリキュラムポリシーを策定し、公表している。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.ocha.ac.jp/ao/admission_policy/undergrad.html） 

（概要） 

 

本学では、「お茶の水女子大学の教育とアドミッション・ポリシー」として以下を策定

し公表している。 

 

お茶の水女子大学は、学ぶ意欲のあるすべての女性の真摯な夢の実現の場であることを

使命とし、総合的な教養と高度な専門性を身につけた女性リーダーの育成を目指していま

す。そのため、21 世紀型文理融合リベラルアーツ教育、専門教育における複数プログラム

選択履修制度、およびキャリア教育を 3 つの柱とする教育を展開しています。複数プログ

ラム選択履修制度では、将来のキャリア展望や関心に応じて、専門教育プログラムを履修

します。第 1 のプログラムとして、所属する学科の開設する「主プログラム」を履修しま

す(必修、入学した学科のものを選択)。次に第 2 のプログラムとして、専門領域に深く特

化する「強化プログラム」、他の専門領域を横断して学ぶ「副プログラム」、領域融合型・

学際型の「学際プログラム」のいずれかを選択し履修します(選択必修)。また文教育学部

芸術・表現行動学科及び生活科学部食物栄養学科では、それぞれの教育目標にそった 4 年

一貫の「専修プログラム」を設けています。各自の目的や関心にそって、主体的に学修す

ることができます。 

お茶の水女子大学では、すべての女性が年齢・国籍などにかかわりなく自立した女性と

して、生涯にわたって多様に活躍できるキャリア形成の場を提供しています。知的好奇心

と探究心を抱き、勉学意欲に富んだ学生の入学を期待しています。 

 

また、入試形態ごとに入学者選抜方法、各学部、各学科のアドミッション・ポリシーを

策定し公表している。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本学ホームページ上で公表している。 

https://www.ocha.ac.jp/program/project/info/edu_revue_2020.html 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

 
a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 － 4 人

生活科学部 － 0 人 0人 0人 0人 1人 1人

その他 － 78 人 58 人 23 人 32 人 13 人 204 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 248 人 248 人

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：HP「研究者情報」 

https://researchers2.ao.ocha.ac.jp/search?m=home&l=ja 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 
本学では 2012 年度から全学ＦＤ講習会を行っており、2015 年度からは公開全学ＦＤセミナー、2016 年

度からは公開全学ＦＤ／ＳＤ会を行っている。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等         

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文教育学部 202 人 213 人105.4％ 828 人 919 人111.0％ 10 人 12 人

理学部 125 人 130 人104.0％ 520 人 540 人103.8％ 10 人 5 人

生活科学部 125 人 130 人104.0％ 520 人 561 人107.9％ 10 人 8 人

合計 452 人 473 人104.6％ 1,868 人 2,020 人108.1％ 30 人 25 人

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文教育学部 
202 人

（100％）

32 人

（ 15.8 ％）

154 人

（ 76.2 ％）

16 人

（ 7.9 ％）

理学部 
148 人

（100％）

102 人

（ 68.9 ％）

39 人

（ 26.4 ％）

7人

（ 4.7 ％）

生活科学部 
140 人

（100％）

45 人

（ 32.1 ％）

88 人

（ 62.9 ％）

7人

（ 5 ％）

合計 
490 人

（100％）

179 人

（ 36.5 ％）

281 人

（ 57.4 ％）

30 人

（ 6.1 ％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 



  

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

文教育学部 
214 人

（ 100％）

175 人

（ 81.8％）

37 人

（ 17.3％）

2人

（0.9％）

0人

（  0％）

理学部 
140 人

（ 100％）

131 人

（ 93.6％）

6人

（ 4.3％）

2人

（ 1.4％）

除籍 1 人

（ 0.7％）

生活科学部 
135 人

（ 100％）

122 人

（ 90.4％）

11 人

（ 8.2％）

1人

（ 0.7％）

除籍 1 人

（ 0.7％）

合計 
489 人

（ 100％）

428 人

（ 87.5％）

54 人

（ 11.1）

5 人

（ 1.0％）

2人

（  0.4％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

 
（概要） 

 

シラバスは、専任教員については開講予定科目のアサイン登録終了後、1 月中旬頃に作成依

頼を行い、2 月中旬に募集を開始する科目等履修生のために 2 月中旬時点で完成しているシラ

バスをホームページにアップしている。その後、3月頃からは毎日ホームページを更新し、最

終的に 3 月中旬には全部のシラバスをホームページにアップしている。非常勤講師について

は、2 月頃から順次委嘱が決まった講師にシラバス作成依頼を行っている。 

授業計画は 2 期制の科目は 15 回分、4 学期制の科目は 8 回分の内容を作成し、掲載してい

る。 

シラバスの作成・公表は各学部において同様の取扱いをしている。 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

 
（概要） 

 

GPA の算出方法は以下のとおり。 

 

GP = ( 100 点満点の[or に変換した]成績素点 - 55 ) / 10 ……（1） 

（ただし GP < 0.5 は GP=0.0 とする） 

GPA は履修した各科目の GP に、その授業科目の単位数を乗じた値の合計値を履修総単位数で

除した値になる。すなわち、 

GPA =（GP × 当該科目の単位数）の総和 / 履修総単位数 ……（2） 

科目によっては素点評価ではなく、レターグレードのみで評定する場合もある。その場合は次

のルールによって素点におきかえ、そののち上の(1)(2)の手順で GP と GPA を算定する。 

S = 95、A = 85、B = 75、C = 65、D = 55（不合格） 

大学院でのレターグレードには Sがないので、次のルールになる。 

A = 90、B = 75、C = 65、D = 55（不合格） 



  

 

本学はあらかじめ設定した算出方法により、GPA の数値を算出しており、各学部において同

様の取扱いをしている。 

 

卒業又は修了の認定に当たっての基準（様式 2 号の 3【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及

び公表】該当部分再掲） 

 

本学では学士課程ディプロマポリシーとして以下のように策定し、公表している。 

 

１．教育目標 

お茶の水女子大学は、「学ぶ意欲のあるすべての女性の真摯な夢の実現の場である」という

使命のもとに、総合的な教養と高度な専門性を身につけたグローバル女性リーダー、すなわ

ち、「教養知と専門知」「学芸知と実践知」および「高い公共性」を備えた社会人を養成す

る。この教育目標のもと、各学部に所定の年限在学し、全学ならびに学部の教育理念と教育

目的に沿って設定された教育課程を学修し、下記の学習目標を達成し、所定の単位数を修得

した学生に、それぞれの学部が定める学位を授与する。 

 

２．教育課程 

①各学部各学科が設置する専門教育プログラムを、各学部各学科が定めるプログラム選択

の規定に従って、2つ以上履修する。②文教育学部芸術・表現行動学科および生活科学部食

物栄養学科においては、それぞれの教育目標にそった専門教育のカリキュラムとして 4 年

一貫の「専修プログラム」を設け、その規定に従って履修する。 

 

３．学修目標 

A 総合的な教養（教養知） 

  人文・社会・自然に関する知識を備え、領域横断的な視野をもち、独創的な問題意識をも

って、多様な人々とコミュニケーションできる総合的な基礎力 

B 高度な専門性（専門知）  

  確かな専門知識にもとづき、情報を収集・処理し、論理的に思考し、科学的に分析する力

C 実践力（実践知）  

  自身で問題を発見し、知識を応用し、議論し、倫理性や公共性に関心を持ちつつ、解決す

る力 

D グローバル・リーダーシップ  

  多様な文化を理解し、グローバル社会の諸問題を理解することができる外国語力をもち、

国際的視野をもって発信・交渉・行動する力 

 

また、各学部における教育目標及び学科編成と学習目標、各学科における教育目標及び主要

な学習目標を策定し、公表している。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

文教育学部 

人文科学科 124 単位 有・無 単位

言語文化学科 124 単位 有・無 単位

人間社会科学科 124 単位 有・無 単位

芸術・表現行動学科 124 単位 有・無 単位

理学部 

数学科 124 単位 有・無 単位

物理学科 124 単位 有・無 単位

化学科 124 単位 有・無 単位

生物学科 124 単位 有・無 単位

情報科学科 124 単位 有・無 単位



  

生活科学部 

食物栄養学科 138 単位 有・無 単位

人間・環境科学科 124 単位 有・無 単位

人間生活学科 124 単位 有・無 単位

心理学科 124 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：

https://crdeg5.cf.ocha.ac.jp/crdeSite/fgpa1.html 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）

公表方法： 

https://crdeg5.cf.ocha.ac.jp/crdeSite/alagin1.html 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ホームページ上で公表している。 

http://www.ocha.ac.jp/program/project/info/edu_revue_30.html 

キャンパスガイドについても本学ホームページ上で公表している。 

http://www.ocha.ac.jp/campuslife/info/campusguide.html 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

文教育学部 全学科 535,800 円 282,000 円 0 円 

理学部 全学科 535,800 円 282,000 円 0 円 

生活科学部 全学科 535,800 円 282,000 円 0 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

大学独自の奨学金及び授業料等減免制度を設けている。 

（奨学金）http://www.ocha.ac.jp/campuslife/scholarship/list.html 

（授業料）http://www.ocha.ac.jp/campuslife/info/exemption.html 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生・キャリア支援センターにおいて、ガイダンスやワークショップ、個別相談等の支援

事業を年間通じて行っている。 

http://www.cf.ocha.ac.jp/career/j/menu/support/index.html 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生相談室において、ワークショップ、個別相談等の支援事業を年間通じて行っている。 

http://www.cf.ocha.ac.jp/student_support/j/menu/counseling/to_studentroom.html 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法  

公表方法：https://www.ocha.ac.jp/program/project/info/edu_revue_2020.html 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード F113110102755

（備考）

内
訳

32人

13人

家計急変による
支援対象者（年間）

―

113人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

112人

後半期

110人

57人

37人

16人

学校名

設置者名

お茶の水女子大学

国立大学法人お茶の水女子大学

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

97人

52人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人

0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

0人

0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

15人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 15人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人


